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山
林
の
計
画
的
な
活

用
で
、
働
く
場
を
確
保
す
る

こ
と
で
若
者
が
定
住
し
、
町
の

活
性
化
に
な
る
と
思
う
。
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
林
業
の
計

画
的
な
管
理
に
努
め
る
た
め

「
葛
巻
町
森
林
整
備
計
画
」

で
、
森
林
整
備
の
基
本
的
な

考
え
方
や
管
理
に
係
る
施
業

方
針
を
定
め
て
お
り
、
５
年

ご
と
に
そ
の
内
容
を
見
直
し
、

造
林
や
保
育
、
伐
採
な
ど
の

管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
私
有
林
の
整
備
は
、
原
則
、

そ
の
所
有
者
が
実
施
す
る
も

の
で
、
所
有
者
の
管
理
が
行

き
届
か
ず
荒
廃
す
る
森
林
が

増
加
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

国
は
、平
成
31
年
４
月
に「
新

た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
」

を
創
設
し
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
た
森
林
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で

あ
る
林
業
を
担
う
若
者
の
た

議
員

町
長

　
　
　
新
葛
巻
型
酪
農
構
想

に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状

況
と
今
後
計
画
実
現
に
向
け
、

ど
う
取
り
組
む
考
え
か
。

　
　
　
酪
農
家
は
年
々
減
少

の
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
影
響

は
生
産
額
の
減
少
に
留
ま
ら

ず
、
関
連
産
業
の
持
続
的
経

営
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

状
況
を
解
決
す
る
た
め
、
町

で
は
１
０
０
年
先
ま
で
持
続

す
る
酪
農
郷
を
目
指
し
、
平

議
員

町
長

辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員

め
の
働
く
場
の
確
保
と
定
住

化
は
、
適
正
な
森
林
整
備
の

推
進
を
図
り
、
林
業
を
振
興

し
て
い
く
た
め
、
林
業
従
事

者
や
担
い
手
の
確
保
は
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
町
の
最
重

要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対

策
の
観
点
か
ら
も
対
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
、
新
た
な
森
林
経
営

管
理
制
度
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
町
が
経
営
の
委
託
を
受

け
た
森
林
の
整
備
が
始
ま
る

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
連

携
し
働
く
場
の
確
保
や
、
若

者
の
定
住
化
に
つ
な
が
る
よ

問

答

森林活用と酪農構想の取り組みは

森林整備計画、新酪農構想で推進

一般質問

林
業
で
町
の
活
性
化
を

新
葛
巻
型
酪
農
構
想
実
現
を

成
26
年
度
に
「
新
葛
巻
型
酪

農
構
想
」
を
策
定
し
た
。

　
こ
の
構
想
は
、
個
別
経
営

体
の
規
模
拡
大
支
援
、
作
業

外
部
化
組
織
の
育
成
な
ど
を

行
い
、
酪
農
生
産
体
制
の
強

化
を
図
る
こ
と
で
酪
農
の
町

く
ず
ま
き
を
発
展
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
の

事
業
等
を
活
用
し
牛
舎
設
備

等
の
導
入
を
進
め
、
こ
れ
ま

で
５
つ
の
経
営
体
で
牛
舎
等

を
新
設
、
増
頭
し
、
現
在
、

１
経
営
体
が
建
設
着
工
、
３

経
営
体
が
計
画
策
定
を
進
め

て
い
る
。

　
作
業
外
部
化
組
織
の
育
成

の
取
り
組
み
は
、
法
人
経
営

体
等
に
よ
る
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

ー
（
農
作
業
の
請
負
）
の
組

織
化
が
進
み
、
町
畜
産
開
発

公
社
で
デ
ン
ト
コ
ー
ン
等
の

収
穫
機
械
を
新
た
に
整
備
し

収
穫
作
業
の
受
託
体
制
が
整

う
な
ど
、
飼
料
生
産
の
分
業

化
が
進
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

酪
農
家
の
労
働
力
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

う
努
め
た
い
。

計画的な間伐など手入れが必要な山林

　
地
方
議
会
活
性
化
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
２
０
２
０
が
11
月
20

日
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、

中
崎
和
久
議
長
が
全
国
町
村

議
会
議
長
会
の
推
薦
に
よ
り

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

人
口
減
少
社
会
・
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
地
方

議
会
の
よ
り
柔
軟
な
運
営
の

在
り
方
や
、
女
性
議
員
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
の

参
画
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

実
践
例
を
ま
じ
え
な
が
ら
考

え
、
広
く
情
報
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
総
務
省
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
中
崎
議
長
は
、
く
ず
ま
き

テ
レ
ビ
で
の
「
議
会
放
送
」

や
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
ふ

る
さ
と
懇
談
会
」
の
ほ
か
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
議
会
活
動
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

地
方
議
会
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
０

中
崎
議
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加

令和２年度第２回所管事務調査
町有林、辰柳牧場などを視察

教育委員との懇談会

【町有林：根地戸】
　役場新庁舎の建築資材と
して地元・町有林「カラマ
ツ」「アカマツ」などの活
用が予定されており、その
生育状況などを確認しまし
た。
　どの樹種も50年を経過し
伐期が到来しているものが
ほとんどでしたが、手入れ
が行き届いていないところ
もあり、町当局に対して間
伐など計画的な管理につい
て要望しました。
　来年度も引き続き、大平
沢や土谷川・上外川などに
ある町有林の生育・管理状
況などについて、確認する
こととしました。

　教育委員との懇談会を開催
し、「教育行政のあり方」につ
いて意見交換しました。
　高畑教育長から教育行政の
令和元年度の事務事業点検・
報告書の説明を受け、子育て
環境や小中学校教育の充実、
高等学校教育の支援、生涯学
習教育の充実と生涯スポーツ
の推進について意見を交わし
ました。
　「保育園舎の老朽化」につ
いては、議会と教育委員会が
一体となって取り組むことや、
今後加速する「ＩＣＴの活用」
については、指導する専門的
な人材確保対策などの意見が
出されました。

【辰柳牧場】
　新葛巻型酪農構想により
100頭規模に経営拡大し、
国の農山漁村地域整備交付
金などを活用し２年４月に
完成しました。
　牛舎は1185㎡、最新の
搾乳装置や自動給餌機、ふ
ん尿処理曝気槽、貯留槽な
どを整備し、町産材も120
㎥活用されています。
【酪農ヘルパー住宅】
　木造平屋建て住宅１棟５
戸。特徴は、共同で利用す
る洗濯室と靴洗い槽のある
洗い場が整備されます。新
年度の供用開始に向け迅速
な工事が行われていました。

活 動 報 告

シンポジウムの様子

10
30

12
９


